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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 大阪大学 学長名 宮原 秀夫 拠点番号 Ｂ17 

１．申請分野 
Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 構造・機能先進材料デザイン研究拠点の形成 

（Center of Excellence for Advanced Structural and Functional Materials Design） 

※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野： 構造・機能材料> (ナノ構造)( センサー材料 )(高温材料)(生体・福祉材料)(新機能性材料)

３．専攻等名 

工学研究科（マテリアル生産科学専攻(マテリアル科学専攻、 マテリアル応用工学専攻、 生産科学専攻、 H17．4．1．統合)、

知能・機能創成工学専攻、接合科学研究所(機能評価研究部門、附属スマートプロセス研究センター（附属再帰循環システム研

究センター H15．4．1．変更）)、超高圧電子顕微鏡センター、産業科学研究所(高次制御材料科学研究部門) 

４．事業推進担当者           計 24 名 

ふりがな<ローマ字>

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(
拠点リーダー) 

Umakoshi Yukichi 

馬越佑吉 
Yamamoto Masahiko 

山本雅彦 
Shirai Yasuharu 

白井泰治 
Kakeshita Tomoyuki 

掛下知行 
Nakatani Ryoichi 

中谷亮一 
Fujiwara Yasufumi 

藤原康文 
（平成16年4月1日追加） 

Utsunomiya Hiroshi 

宇都宮裕 
（平成17年4月1日追加） 

Nakano Takayoshi 

中野貴由 
Tanaka Toshihiro 

田中敏宏 
Fujimoto Shinji 

藤本慎司 
Kobayashi Kojiro 

小林絋二郎 
（平成18年3月31日退職） 

Hirose Akio 

廣瀬明夫 
（平成18年4月1日追加） 

Toyota Masao 

豊田政男 
Fujimoto Kouzou 

藤本公三 
Ohnaka Itsuo 

大中逸雄 
（平成16年3月31日退職） 

Yasuda Hideyuki 

安田秀幸 
（平成16年4月1日追加） 

Asada  Minoru 

浅田  稔 
Minamino Yoritoshi 

南埜宜俊 
Tsuji  Nobuhiro 

辻 伸泰 
Miyamoto Yoshinari 

宮本欽生 
Nogi  Kiyoshi 

野城 清 
Mori Hirotaro 

森博太郎 
Yasuda Hiroyuki 

安田弘行 
Nakajima Hideo 

中嶋英雄 

 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・助教授

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・助教授

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科(マテリアル生産科学専攻)・教授 

工学研究科 (知能・機能創成工学専攻)・教授 

工学研究科 (知能・機能創成工学専攻)・教授 

工学研究科 (知能・機能創成工学専攻)・教授 

工学研究科 (知能・機能創成工学専攻)・教授 

工学研究科 (知能・機能創成工学専攻)・助教授 

接合科学研究所(附属スマートプロセスセンター)・教授

接合科学研究所(機能評価研究部門)・教授 

超高圧電子顕微鏡センター・教授 

超高圧電子顕微鏡センター・助教授 

産業科学研究所(高次制御材料科学研究部門)・教授

 

材料強度学、工学博士 

材料物性学、工学博士 

材料評価学、工学博士 

材料科学、理学博士 

磁性材料学、工学博士 

結晶成長学、工学博士 

材料加工学、博士（工学）

結晶塑性学、博士(工学) 

材料物理化学、工学博士 

環境材料学、工学博士 

生産プロセス工学、工学博士

生産プロセス工学、工学博士

生産設計学、工学博士 

微細プロセス工学、工学博士

材料加工学、工学博士 

材料加工学、工学博士 

知能ロボット工学、工学博士

材料組織学、工学博士 

材料構造学、博士(工学) 

セラミック強度学、工学博士

接合プロセス工学、工学博士

電子顕微鏡学、工学博士 

電子線構造解析学、博士(工学)

ポーラス材料学、工学博士 

 

研究全体の総括、構造先進材料に関する研究プロジェクト、教育プロジェクトの総括 

機能デバイスに関する研究プロジェクトの総括と教育プロジェクトの推進 

陽電子消滅測定による格子欠陥の物理的評価法の確立と信頼性向上のための材料設計 

インテリジェント材料に関する研究プロジェクトの総括と教育プロジェクトの推進 

新構造高集積磁性メモリの開発と実用化プロセスの構築 

原子レベル制御結晶成長による機能デバイスの設計・作製 

独)物質・材料研究機構との連携推進をはじめとする連携融合システムの構築 

ナノ組織制御による先進構造材料・生体再建用構造材料の開発と信頼性評価 

環境調和型材料の開発とリサイクル・再資源化プロセスの構築 

生体環境内での材料開発・生体適合性の検討、臨床応用に向けた電気化学的検討 

構造先進材料の実用化プロセスの開発と高機能化 

構造先進材料の実用化プロセスの開発と高機能化 

構造先進材料のデザインと接合・デバイス化技術の構築 

次世代機能デバイスのインテグレーション技術の構築とシステム化 

凝固プロセス制御による材料の機能制御と資源生産性の改善 

凝固プロセス制御による材料の機能制御と資源生産性の改善 

ヒューマノイドロボットの模倣学習による行動生成 

構造・機能先進材料のナノレベル組織制御法の構築と特性の改善 

先進的材料超微細化法の構築と機能化プロセスの開発 

生体再建用生体親和性セラミックス材料の開発と実用化プロセスの構築 

宇宙溶接技術の確立と構造先進材料への応用・デバイス化 

ナノ構造解析法の総括と研究プロジェクト全体に渡る横断的評価・信頼性技術の構築 

電子線・磁場を用いた材料評価法の確立と信頼性評価 

生体再建材料に関する研究プロジェクトの総括と材料のポーラス化による高機能化 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 200,000 177,000 171,000 
174,000 

（17,400） 

150,380 

（15,038） 
872,380 
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６．拠点形成の目的 

我が国の金属を中心としたハード結晶性材

料に関する材料科学・工学研究は、世界のトッ

プレベルに位置し、優れたものづくり産業を支

える基盤となっている。このような材料研究が

更なる飛躍的発展を遂げ、我が国の技術的優位

性を確保し続けるとともに、人類社会全体に貢

献するためには、個々の要素特性、狭い専門領

域のみに特化した研究体制を抜本的に見直す

必要がある。真に有用な材料を生み出すために

は、材料基礎物性とその評価、製造プロセス、

応用から、利用・廃棄・再資源化までをも視野

に入れ、実用化の過程での問題点・要求条件を

正確に把握する必要がある。そのため、基礎研

究と言えども各研究者が絶えずそれがどのよ

うに実用化に繋がるかを視野に入れつつ点か

ら線へと有機的に連携し、その成果を相互にフ

ィードバックして、材料研究の基礎に再度立ち

返るといった系統的な研究体制の構築と研究

拠点の形成が不可欠である。本プロジェクトで

は、材料基礎物性から、組織制御、製造プロセ

ス、接合・生産工学、先端ロボット・センサー

工学などの多岐に渡る分野の研究者が連携し、

構造先進材料から生体材料に至る幅広い実用

材料の開発を行い、その機能診断・信頼性評価

を行い、材料設計に活かすことを可能とする統

合化拠点の形成を目指した。 

 本拠点では、大阪大学内の７つの研究・教育

組織を統合し、有機的に連携した拠点形成を推

進した。すなわち、原子レベル材料組織制御と

デバイス開発に実績のあるマテリアル科学専

攻、環境調和型材料開発に卓越したマテリアル

応用工学専攻、実用生産プロセスに関する国内

唯一の研究教育機関である生産科学専攻、知的

人工物の創成と制御に至る一連の特徴ある研

究教育体制を有する知能・機能創成工学専攻、

さらには宇宙溶接を初めとする先端接合・設計

に関する唯一の国際的研究組織である接合科

学研究所、世界最高水準のナノレベル構造評価

技術を有する超高圧電子顕微鏡センター、なら

びに産業応用のパイオニアである産業科学研

究所が連携し、従来の材料開発指向とは全く異

なる概念に立つ世界に先駆けた先進的・統合的

材料研究拠点の形成を目指した。 

本拠点では、（1）構造先進材料の設計・実

用化と信頼性評価プロジェクト、（2）知的人

工物創成のための機能デバイス・システムイン

テグレーションプロジェクト、（3）生体再建

材料の設計開発プロジェクト、の３つの研究プ

ロジェクトを重点的に実施した。 

さらに一大教育拠点を形成するために、先進

材料のデザイン能力に特に秀でた若手研究者

の育成のための「スーパーエリート養成プログ

ラム」を実施した。同プログラムの支援制度と

して、海外武者修行プログラム、ブーメランプ

ログラムなどのユニークな人材育成プログラ

ムを計画した。本拠点形成により、材料創成技

術者の輩出といった社会的波及効果のみなら

ず、統合化による新たな学問分野の創造も期待

された。こうした先進的材料開発拠点を形成で

きるのは、上述のように、材料科学のみならず

接合工学、生産工学から先端ロボット・センサ

ー工学に至る有力な組織を有し、かつその有機

的結合の可能な大阪大学のみである。 

なお、本拠点形成にあたっては、拠点リーダー

がプログラム全般・人的配置（流動化）に関す

る総括を行うことによって、本プログラム研究

教育者ならびに育成プログラムの対象となる

若手研究者の流動的な組織編成を実施するこ

ととした。また、プログラム終了後には、工学

研究科附置の「構造・機能先進材料デザイン研

究センター」を設置することを目指した。 
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７．研究実施計画 

材料科学・工学分野で世界最高の研究水準を

誇る大阪大学工学研究科内の４専攻、ならびに

３研究所が連携し、「構造・機能先進材料デザ

イン研究拠点」を構築することを目指した。こ

の研究拠点では、これまで個々には達成できな

かった、原子レベルでの新材料創成から、生産

プロセス・接合技術開発、材料応用に至るまで

の一貫した実用材料の研究・開発拠点の構築を

世界に先駆けて行うこととした。高機能・高信

頼性材料を提供するための統合的研究拠点と

して以下の３つのプロジェクトを推進し、集中

的な研究費の投入を目指した。 

（１） 構造先進材料の設計・実用化と信頼性

評価プロジェクト 

「レンコン型超軽量ポーラス材料の開発」、「組

織方向制御シリサイドによる超高温高強度材

料の開発」、「無重力下の宇宙空間における溶

接技術の確立」、「世界最高加速電圧の電子顕

微鏡の開発とナノレベル構造評価」、「世界最

高分解能陽電子消滅による点欠陥の形成過程

の観察」、「磁気異方性による転位、面欠陥と

材料寿命評価法の確立」などの本拠点を代表す

る世界的研究成果をもとに、博士後期課程のス

ーパーエリート候補生、若手研究者、外国人研

究員の登用により、特殊環境下での使用に耐え

うる構造先進材料の設計・応用のための基礎研

究を行うことを目指した。さらに、高分解能陽

電子消滅法、ナノレベル構造評価法、磁気異方

性による格子欠陥検出法といった本拠点独自

の材料解析法を用いることで材料信頼性評価

を行い、その情報のフィードバックにより高性

能・高信頼性材料の創出を目指した。具体的に

は、極限環境下での自己修復作用と力学機能を

併せ持つ夢の航空宇宙材料、超軽量省エネルギ

ー型高速輸送機器用材料の創成、プロセス開発

を行うことを計画した。 

（２） 知的人工物創成のための機能デバイス・

システムインテグレーションプロジェクト 

「新構造磁性ドットメモリーの発見」、「Fe-Pt 

基超磁歪物質の発見」といった世界に誇る成果

のもと、知的人工物の制御に用いられる次世代

機能デバイスおよびそのインテグレーション

技術の構築を目指した。具体的には超高集積磁

性メモリ素子、高性能電磁変換素子、超機能半

導体素子、超磁歪アクチュエータ素子、高感度

センサー素子などに利用できる特殊材料の開

発およびその材料評価を行い、さらにそれらの

材料・素子に対する高信頼・超微細エレクトロ

ニクスアセンブリプロセス開発と界面評価、新

たな微細接合プロセスの開発とその信頼性評

価、超高速・大容量情報処理・通信を可能とす

るシステムの創成とその評価を行うことで、材

料、機能、信頼性の統合的生産設計システムの

確立を目指した。 

（３） 生体再建材料の設計開発プロジェクト 

「骨組織内での力学機能を反映するナノイオ

ン結晶配列の発見」、「再生医工学による再生

硬組織の新評価法の開発」といった先進的研究

成果のもとで、各種生体組織の自己再生、なら

びに再生誘導を促進するための生体再建材料

の開発・設計、生産プロセス開発を計画した。

具体的には、生体硬組織と類似、もしくはそれ

を上回る機能を持つ低弾性型ポーラス合金や

生体適合性に優れたアパタイト系複合材料の

創成、最終的には、人工骨、人工歯根などへの

応用を目指した。本プロジェクト推進のため、

医歯学系、生物系のスーパーエリート博士後期

課程大学院生の積極的登用を行うこととした。 

 なお、本拠点は平成16年度の中間評価で高い

評価を受けた後も、今後の発展性が期待される

テーマの選別を厳しく行なうとともに、連携・

融合型研究の促進を目的にした拠点内での研

究費の重点配分を計画した。 
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８．教育実施計画 

 本拠点の中核専攻は、平成13年度文部科学省

の教育研究形成支援費9件中の1件として採択

され、教育拠点形成を行った。本拠点では更に

これを発展させ、将来の構造・機能先進材料の

研究・開発を担う優れた若手研究者を輩出す

ることを目的として、以下の３つのユニークな

教育プログラムを実施することとした。 

(1)スーパーエリート研究者養成プログラム 

博士後期課程の大学院生および35歳以下の若

手教員に対し、独立した研究テーマを公募す

る。書類審査、ヒアリングを経てテーマを採択

された特に優秀な提案に対して研究費を交付

する。また、大学院生にはRAとしての経済的自

立を促す。海外・他研究機関の研究者を含むト

ップクラスのスタッフが研究指導、成果発表指

導、論文執筆指導などの集中的な鍛練を行い、

将来のスーパーエリート研究者としての能力

を開発する。毎年度の最終報告会で評価を行

い、その結果を次年度の採択に反映させる。 

(2)海外武者修行プログラム 

国際的研究者の育成を目的とし、博士後期課程

の大学院生を数ヶ月以上、関連の深い海外研究

機関に派遣し、研究者としての基礎能力、国際

的ディスカッション能力などの開発を行う。大

学院生には、渡航費、滞在費を支給する。得ら

れた成果は、積極的に国際会議で発表させるこ

とで研究発表基礎能力を養い、より高いレベル

の研究への意欲を持たせ、受動的研究から脱却

し、能動的・主体的な研究を行う能力を養う。 

(3)ブーメランプログラム（副専攻プログラム） 

将来のハイエンド研究者、研究組織のマネージ

ャーとしての人材の育成を目的とし、大学院生

を１〜数カ月程度、関連の深い他部門（副専攻）

に派遣する。大学院生には、交通費、滞在費を

支給する。派遣先は、本拠点外の研究機関も含

み、研究者としての基礎能力、マネージメント

能力、ディスカッション能力などを養う。 

本拠点が提案したユニークな教育プログラ

ムは、平成16年度に実施された中間評価におい

て高い評価を得、それぞれの教育プログラムは

21世紀COEプログラムのホームページで紹介さ

れ、21COEの１つのモデルケースにまでなった

と自負する。中間評価後は、若手の自立と国際

化プログラムの更なる強化を目指し、若手外国

人招聘プログラム、国内留学型国際化教育プロ

グラム、等を追加企画した。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

 

１．想定以上の成果を挙げた 

平成14〜18年度の５年間で、材料科学・工学

分野における教育研究拠点としての基盤形成

を達成した。特にそのオリジナルな若手人材養

成プログラムは、日本学術振興会のホームペー

ジでも紹介され、その後、他のCOE拠点でも類

似のプログラムが採用されるなど、我が国にお

ける新しい教育・研究システム構築のための先

導的役割をも担った。拠点から巣立った若手研

究者の数、Scienceをはじめとする国際一流学術

誌に発信された研究成果の数と質は、すでに同

分野の国内最高水準に達し、国際的にもトップ

レベルにある。ロータス型ポーラス材料、超微

細粒金属材料、磁性ドットメモリーなどの世界

的研究成果も萌芽している。 

平成16年度に実施された中間評価において、

本拠点が5段階評価の最高レベルの評価を受け

たことは、こうした実績を客観的に裏付けてい

る。また、本プログラムをきっかけに、工学研

究科材料系3専攻が1専攻へと再編され、また本

拠点の活動場所として構造・機能先進材料デザ

イン教育研究センターの設置とその専用建物

の建設（平成19年11月施工）が決定されるな

ど、さらなる競争力の強化に向けた組織的な取

り組みも大阪大学内でなされており、当初期待

した以上の成果が得られている。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

本拠点では、拠点独自のユニークな3つの教

育プログラム、すなわち、(a)「スーパーエリ

ート養成プログラム」(若手研究者の独創的研

究と経済的自立の促進)、(b) 「海外武者修行

プログラム」 (海外研究機関への派遣を通じた

国際的研究者の養成)、(c) 「ブーメランプロ

グラム」(国内他機関への派遣による自立性の

拡大・醸成)を継続的に実施した。ここでは、

材料科学・工学に関する幅広い専門知識に加え

て、競争意識と自立心を具備し、国際感覚と独

創性に富んだ世界に通用する若手研究者の養

成を目的に、毎年度の書類・ヒアリング審査に

より選抜された博士後期課程学生20～30名お

よび35歳以下の若手研究者約10名を集中的に

育成してきた。こうした教育プログラムの効果

は絶大であり、例えば、大学院生による論文発

表数（104件(H14)→148件(H18)）、学会発表数

（127件(H14)→175件(H18)）受賞件数等が顕著

に増加するなど、目に見える形で実績の拡大が

続いている。特に海外研究機関や拠点外の大

学･研究所への就職数（海外研究機関5名、大学

教員16名、国内研究機関7名他(H14～H18実績)）

が増加し、本拠点が国内外の材料工学分野で活

躍する人材育成の重要拠点として機能してき

たことを実証している。また、この内の3名は、

申請中のグローバルCOEプログラム（第Ⅱ期）

での事業推進担当者に抜擢されるまでの成長

を遂げている。 

他の若手研究者も経済的支援に甘えること

なく自立した研究者として研究活動に取り組

み、平成15年12月には若手研究者達が材料科学

の若手研究者間の交流・連携を目的としたシン

ポジウムを自ら企画運営した。さらに、これら

の交流・連携から独創的な研究が生み出されて

おり、文部科学省科学研究費補助金若手研究

(A)やJST、NEDO等からの大型予算をはじめ、若

手による多数の競争的資金の獲得(H14-H18：39

件、総計130,250千円)に繋がっている。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成と、学術的
知見等 

本21世紀COEプログラムでは、狭い専門領域

に特化した研究体制を打破するため、金属材料

を中心とする結晶性材料の創製、組織制御、機

能創成・信頼性評価、溶接・接合に関して世界

最高レベルの研究実績を誇る学内の専攻・研究

所・センターが部局を横断して連携し、「基盤

テクノロジーとハイテクノロジーの融合」を合

言葉に、材料科学･工学分野における新たな学

問の創出を目標に、連携融合による新学問・研

究領域を創成するための仕組みづくりに努め、

先進構造・機能材料に関する世界的教育・研究

拠点の構築を目的とした活動を行なってきた。

具体的には、(a) 構造先進材料の設計・実用化

と信頼性評価プロジェクト、(b) 知的人工物創

成のための機能デバイス・システムインテグレ

ーションプロジェクト、(c) 生体再建材料の設
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計開発プロジェクトの3重点研究プロジェクト

を実施するとともに、各研究分野･領域を越え

た連携を図った。 

その結果、数多くの世界的研究成果が生まれ

た。これらの成果に対して、6）項で後述する

ように、数多くの新聞報道がなされた。また、

組織上も、旧来の材料系3専攻を統合して「マ

テリアル生産科学専攻」に再編し、拠点内での

教育・研究における有機的連携のための体制を

確立した。 

このような積極的な拠点形成活動により、発

表した学術論文は5年間で1000編を超え、

ScienceやNature Materialsその他の一流学術誌

に掲載される世界的成果を挙げてきた。このよ

うな活動に対して、中間評価時点では5段階評

価の最高位の高い評価を受けた。さらに中間評

価後に新設した、「連携･融合型研究重点経費」

（3年間で19件採択）は、専門横断型共同数の

増加を加速し、数多くの成果に繋がった。 

また、本研究拠点で得られた最先端研究成果

をもとに、また、産業界との数々の社会連携も

行われ、すでに数々の研究連携協定等が締結さ

れている。また、異分野との交流においても、

例えば、大阪大学で医工連携プログラムがスタ

ートし、融合の実績を挙げつつある。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

研究と教育３重点プログラムの推進責任が、拠

点リーダー指示のもと、連携して事業を推進し

てきた。このような体制のもと、事業推進担当

者とは定期的に会合を開き、研究・教育の進捗

状況に関する情報交換と共に、新規プロジェク

ト立案について検討した。 
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この会合において、若手研究公募の基準を設

定するとともに審査、予算配分並びに研究へ助

言を行ってきた。さらに、拠点形成に必要な設

備の選定、研究発表会の開催計画の立案を行っ

た。 

平成16年度より設けた「連携･融合型研究重点

経費」により、専門を横断した連携・融合型研

究の割合が、COE(第I期)前半の2年間(H14: 17%、

H15: 21%)に比べて大幅に増加(H16: 30%、H17: 

26%、H18: 33%)した。（左下図参照） 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

国際的に活躍できる若手研究者を育成するた

め、国内外から著名な研究者を招き最先端の研

究紹介と材料基礎に関する集中講義や英語に

よるグループ討論を定期的に実施するととも

に、海外研究機関に博士課程学生を派遣し、国

際性豊かで創造性に富む若手研究者育成のた

めの教育プログラムを実施した。その結果、平

成18年度の本拠点を形成する大学院各専攻へ

の学外からの入学希望者は大幅に増加した。 

一方、大学当局はCOE研究拠点に対して重点支

援することを中期計画に盛り込み、これまでの

機会均等的な予算配分制度から、競争原理を導

入した「競争型大学」への転換の契機となった。

さらに、国際化を推進するために、オランダ・

グローニンゲン、米国・カルフォルニアに海外

拠点を設け、各COE拠点事業等の推進を国際的

に進めるための基盤づくりを図っている。 

大学は、本21世紀COEプログラムにおいては、

その成果を継続するための組織改編に対して

も積極的に支援を行い、それにより、本申請拠

点に関しては、構造・機能先進材料デザイン教

育研究センターの設置を決定・許可したことは、

組織面での本拠点の継続に繋がっている。また、

本研究拠点の採択は、関連分野企業からの大阪

大学工学研究科材料系専攻への強い関心を集

めることとなり、工学研究科にて平成１５年度

より始まった企業との包括提携制度では、本研

究拠点が主導的役割を果たして、三菱重工業

(株)、住友金属工業(株)、(株)神戸製鋼所など

の世界的企業との包括提携契約が締結された。 

以上のように本拠点は大阪大学での教育・研究

の国際化、異分野・産学連携の個性形成に貢献

している。 
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6)国内外に向けた情報発信 

本拠点ではこれまで先進構造・機能材料に関

する世界的教育・研究拠点の構築を目的とした

活動を行い、多くの世界的研究成果を生み出し

てきた。その優れた成果を学術雑誌に発表する

のは当然として、さらに一般社会へも積極的に

公開するための情報発信・広報活動に精力的に

取り組んできた。例えば新聞報道は、高集積

MRAMを可能にする「磁性リングドットの作製」

(H15．4．23、読売新聞)、電磁波を蓄積する「フ

ォトニックフラクタル」(H16．1．7、 朝日新

聞) 、「レンコン金属」実用化へ（H17．9．1、

朝日新聞）、「アルミ、鉄なみ強度に」(H18．

4．14、日経新聞)、「骨の健康診断に新指標 症

状の把握、正確に」（H18．4．24、日経新聞）

等など多数あり、最近5年間(H14-H18)で224件

(H14: 40件、H15: 45件、H16: 47件、H17: 50

件、H18: 42件)の新聞報道実績を持つ。これら

の報道の中には拠点における教育活動に関す

るものも多くあり、例えば、「大競争時代 COE」

(H15．3．5、 読売新聞)および「かがやき未来

塾 人の心 ロボットで発見」(H18．7．4、 産

経新聞)など、教育に関するものが16件を占め

る。また、書籍による成果の社会への公開も積

極的に行っており、5年間(H14-H18)で専門分野

に関する著書・教科書を70冊以上出版している。 

本拠点で生み出された成果は、論文発表

（1053件/5年）、新聞報道（224件/5年）など

を通じて、国内外に情報発信された。さらに、

「構造・機能先進材料デザインに関する国際会

議(H16．11．10)」をはじめとする９件の国際

会議の開催、国際論文誌２件で特集号の発行等

を行なった。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形

成のため効果的に使用されたか） 

研究経費は、主に若手研究者の育成のために

必要な教育関係費用としてその多くを投資し、

若手研究者公募型研究費、博士後期課程学生研

究員補助費をはじめ効果的に使用された。こう

した経費により、多くの若手研究者が優れた研

究成果を挙げ、国内・海外の主要な学会におい

て成果発表する機会を得ることができた。 

 

②今後の展望 

21世紀COEプログラムで築いた拠点としての

基盤をさらに発展させ、恒常的な構造・機能先

進材料デザイン教育研究拠点を形成する。まず、

「構造・機能先進材料デザイン教育研究センタ

ー」設置と専用建物を平成19年11月に竣工し、

拠点の企画運営・実施の中枢が組織的にも物理

的にも整備される。また上述のように、申請中

のグローバルCOEにおいては、育成された若手

研究者精鋭を事業推進担当者として積極的に

登用し、自立した活動を支援する等、人的な面

においても継続性を維持する。 

本21世紀COEプログラムで構築された部局横

断的な教育・研究組織に、さらに、「原子分子

イオン制御理工学センター」を新たに加え、材

料機能の発現メカニズムを原子・分子のレベル

から理解・意図的に構築するという基礎科学的

アプローチを強化する。一方、本拠点は基礎科

学をその主たる対象とするが、社会に貢献する

ために、産業界のニーズにも的確に答える共同

研究講座を平成１９年度に設置する。 

また、主に海外の先進的教育・研究機関と、個々

の得意分野に特化した連携協定を機関レベル

で締結し、外国人客員教授団と併せて国際的な

教育・研究プログラムの実施に活用する。 

以上の一例に見られるように、恒常的エリート

若手研究者人材養成に向けた拠点の今後の展

望は極めて明るい。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内

外に与えた影響度） 

ナノテク、バイオ、情報、環境と共に、材料は

わが国の最重点研究対象分野であり、これら分

野の共通基盤でもある。しかし大学では狭い専

門領域に特化した研究者、組織が多く、その成

果が広く社会に十分に活かされているとは言

い難かった。 

本研究拠点で進めている学内外各所との連携

は、本研究拠点が主導的役割を担って工学とビ

ジネスあるいは医療と工学などの部局を越え

た連携を具体化するに至り、全学的な異分野間

連携の契機となった。こうした本研究拠点が打

ち出した異分野間の交流は異分野間融合によ

る新領域の確立と複数分野の知識をもつ人材

の育成が期待され、本COE研究拠点が大阪大学

の個性の形成に大きく貢献した一例である。 
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機 関 名 大阪大学 拠点番号 B17 

拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 構造・機能先進材料デザイン研究拠点の形成 

１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 
・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 本拠点の教育・研究活動に関連して、以下の5件を含む全9件の国際会議を開催した。 

[1]  
【会議の名称】   第13回アジア太平洋防食会議（実行委員会事務局長：藤本慎司教授(本拠点事業推進担当者)）

【開催時期・場所】 2003年11月16日～21日、大阪大学コンベンションセンター 
【参加人数】    324名 (うち外国人参加者143名) 
【主な招待講演者】 ① M. Stratmann (Max-Planck Institute for Iron Research) 
                    ② J. H. Payer (Case Western University) 
                    ③ H. –S. Kwon (Korean Advanced Institute of Science and Technology) 
【会議の概要】   「腐食科学と技術の最前線」をテーマとし、本拠点の研究プロジェクトの中核をなす構造材料、

機能材料、生体材料などの金属材料の腐食挙動や耐環境性改善に関する研究成果、技術動向につ

いて討議した。 
[2] 
【会議の名称】   教育改革国際シンポジウム（実行委員長：大中逸雄教授 (本拠点事業推進担当者)） 
【開催時期・場所】 2003年11月21日～22日、大阪大学銀杏会館 
【参加人数】    105名 (うち外国人参加者5名) 
【主な招待講演者】 ① 飯井政博(ノースウェスタン大学) 
                    ② D. Cannon(Case Western University) 
                    ③ 中島和生(メリーランド大学) 
【会議の概要】   工学分野での教育改革について、特にPBL(Project Based Learning)の導入で著名な海外の専門家

を招き、本拠点形成にも参画している本学工学研究科知能・機能創成工学専攻および国内他大学

における本拠点の成果を中心に工学教育改革の実例をまじえ討議した。 
[3] 
【会議の名称】   構造・機能先進材料デザインに関する国際会議（実行委員長：馬越佑吉教授(本拠点リーダー)）

【開催時期・場所】 2004年11月10日～12日、ホテル阪急エキスポパーク  
【参加人数】    165名 (うち外国人参加者20名) 
【主な招待講演者】 ① H. –E. Schaefer (Stuttgart University) 
                    ② V. Paidar (Institute of Physics ASCR) 
                    ③ P. Schmuki (University of Erlangen-Nuremberg) 
【会議の概要】   国内外の著名な研究者ならびに本拠点の主要な研究プロジェクトである構造材料、機能材料、生

体材料各分野における新進気鋭の若手研究者を招き、本拠点の研究成果を世界に発信するととも

に、最新の研究成果について討議した。 
[4] 
【会議の名称】   第4回ポーラス金属および発泡金属国際会議(実行委員長：中嶋英雄教授(本拠点事業推進担当者))

【開催時期・場所】 2005年9月21日～23日、国立京都国際会館  
【参加人数】    149名 (うち外国人参加者46名) 
【主な招待講演者】 ① P. R. Onck (Groningen University) 
                    ② D. C. Dunand (Northwestern University) 
                    ③ H. –W. Seeliger (Alm GmbH) 
【会議の概要】   本拠点が誇る世界的研究成果のひとつであるポーラス金属および発泡金属に関して、その基礎か

ら応用までの幅広い分野における最新の研究成果について討議した。 
[5] 
【会議の名称】   第2回界面評価及び界面制御国際会議（実行委員長：野城清教授(本拠点事業推進担当者)） 
【開催時期・場所】 2006年9月6日～9日、ホテル日航倉敷 
【参加人数】    199名 (うち外国人参加者55名) 
【主な招待講演者】 ① K. Ewsuk (Sandia National Laboratories) 
                    ② N. Sobczak (Foundry Research Institute) 
                    ③ F. Hodai (Domaine University) 
【会議の概要】   界面を制御することによる材料設計、界面評価・分析技術、ならびに材料接合に至る“界面”が

関わる幅広い研究領域を包括した研究成果、研究開発動向について討議した。 
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２。教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

[1]スーバーエリート研究者養成プログラム 
1-A) 博士後期課程学生研究員補助金 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生 (申請書・ヒアリングによる選抜並びに傾斜重点配分) 
【内容】   スーパーエリート候補博士後期課程学生に対して、RAとしての給与支援を行う。 
【実施時期】 平成14年度～18年度 
【実績】   総額94,910千円支援 (H14年度8,799千円、H15年度23,650千円、H16年度14,809千円、H17年度18,909

千円、H18年度28,743千円) 
1-B) 若手研究者公募型研究費 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生、若手研究者 (研究提案書・ヒアリングによる選抜並びに傾斜重点配分) 
【内容】   博士後期課程学生、若手研究者により提案される自主テーマに基づき、研究費を競争的に分配する。

【実施時期】 平成14年度～18年度 
【実績】   総額99,097千円支援 (H14年度23,040千円、H15年度19,600千円、H16年度17,100千円、H17年度18,300

千円、H18年度21,057千円) 

1-C) 国内外著名研究者による招聘特別講義 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生、若手研究者(1-A、もしくは1-Bにて競争的に採択された者) 
【内容】   国際的著名研究者及び国内の一線級の研究者が最先端の材料科学に関する講義を行う。また国際的著名

研究者の一部は材料基礎に関する講義も担当する。 
【実施時期】 平成14年度～18年度 
【実績】   全52回 (H14年度8回、H15年度11回、H16年度3回、H17年度14回、H18年度16回) 

1-D) 英語によるプレゼンテーション指導・グループディスカッション 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生、若手研究者(1-A、もしくは1-Bにて競争的に採択された者) 
【内容】   外国人研究者の指導を通じて学生・若手研究者の英語によるプレゼンテーション能力の開発を行う。な

らびに国際的著名研究者を囲みグループディスカッションを行い国際コミュニケーション能力の養成

を図る。 
【実施時期】 平成14年度～18年度 
【実績】   全21回 (H14年度3回、H15年度6回、H16年度4回、H17年度4回、H18年度4回) 

1-E) 若手外国人招聘プログラム 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生、若手研究者(1-A、もしくは1-Bにて競争的に採択された者) 
【内容】   新進気鋭の若手外国人研究者を招聘するとともに、海外武者修行プログラム(下記の項目[2]参照)におけ

る拠点内学生派遣と併せて、双方向の分野間若手交流(若手相互交流プログラム)を推進する。 
【実施時期】 平成16年度～18年度 
【実績】   全11件 (H16年度7回、H18年度4回) 

1-F) 国内留学型国際化教育プログラム 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生(1-A、もしくは1-Bにて競争的に採択された者) 
【内容】   海外派遣を必要としない国際化教育の方策として、海外のトップクラスの研究者による長期セミナーを

実施し、拠点全体の学生のレベル向上を図る。 
【実施時期】 平成16年度～18年度 
【実績】   全6件 (H16年度2回、H17年度2回、H18年度2回) 

[2] 海外武者修行プログラム 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生(申請書・ヒアリングによる選抜) 
【内容】   拠点と関連の深い海外研究機関に博士後期課程学生を派遣し、そこでの研究活動を通じて、研究者とし

ての基礎能力、国際的ディスカッション能力の向上を行う。学生には渡航費、滞在費、研究費を全面支

援する。 
【実施時期】 平成14年度～18年度 
【実績】   下記３件を含む、全6件 

① 白土優、アメリカ合衆国・アルゴンヌ国立研究所、平成15年1月15日～2月14日 
② 紙川尚也、デンマーク・リソー国立研究所、平成16年8月2日～11月1日 
③ 高平信幸、フィンランド・ヘルシンキ大学、平成18年10月2日～11月1日 

[3] ブーメランプログラム 
【対象】   拠点内の博士後期課程学生、若手研究者(1-A、もしくは1-Bにて競争的に採択された者) 
【内容】   将来のハイエンド研究者、研究組織のマネージャーとしての人材育成を目的とし、関連の深い国内他機

関、拠点内の他部門(副専攻)に学生・若手研究者を派遣する。 
【実施時期】 平成14年度～18年度 
【実績】   下記3件を含め、全12件 

① 土谷博昭(博士後期課程学生)、東北大学電気通信研究所、平成16年1月17日～23日 
② 串田悠彰(博士後期課程学生)、日本原子力開発機構、平成18年6月21日～26日 
③ 村田剛志(博士後期課程学生)、日本原子力開発機構、平成18年6月21日～26日 

   



機関名： 大阪大学  拠点番号： Ｂ１７    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果  （総括評価）  設定された目的は十分達成され、期待以上の成果があった （コメント） 研究教育拠点形成計画全体については、本プログラムが拠点リーダーの強いリーダーシップの下に運営され、目標を十分に達成したと評価できる。  採択時の指摘事項である「寄り合い所帯」は、組織改編を実施して対応するとともに、構造・機能先進材料デザイン教育研究センターの設置により、拠点継続性についても十分に配慮したものとなっている。  人材育成面では、海外武者修行プログラム、ブーメランプログラムなど、独自のプログラムを創設し、若手研究者の教育に成功していると評価できる。これらのプログラムにおいては、高い教育効果が見られることから、持続的展開においても、更なる発展、拡充を期待したい。  研究活動面では、論文の数と質、競争的資金獲得状況等からも大きな成果をあげたと言える。  また、本拠点は国際的にも高いレベルにあるが、一方で海外の学生を呼び入れようとする姿勢があまり見えないなど、国際化の活動については多少改善の余地があると思われる。 補助事業終了後の持続的展開についても、継続、発展させ、このプログラムでの成果を基盤とし て、更なる飛躍を期待する。 

 


